
基本施策を実施す
る背景や課題・目的

・誰もが住みよさを実感し、元気で、安全で、安心して快適に暮らせるまちづくりには、男女が互いに尊重し合い個性と能力
が発揮できる環境がもとめられている。
・本施策は、男女共同参画の実現により、男女が互いに尊重しあい個性と能力が発揮できる環境をつくることを目的として
いる。
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平成２７年度施策評価シート

基本施策 男女が互いに尊重しあい個性と能力が発揮できる環境をつくる

総合計画での
位置付け

政策 5 「ゆたかさ」のあるまちをめざして

地域分野 5

主要な計画 ・男女共同参画基本計画～YOU＆ME（ゆめ）プラン～

１　概要
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関係機関と連携した
ＤＶ（ドメスティック・
バイオレンス）をはじ
めとするあらゆる暴
力・差別などを根絶
する環境づくりの推
進

男女の均等な雇用
機会と平等な待遇が
保障された就労環境
の整備、保育制度・
育児介護休暇制度・
再雇用制度などの
普及定着の推進

あらゆる分野や機会
における男女が平等
に参画できる仕組み
づくりの推進

・女性に対する暴力をなくす週間（11月）にあわせ、関係機関と連携し、街頭啓発を実施した。
・ＤＶに関するパネル展を実施した。

・事業所への講師派遣や広報たかやま等による啓発を行った。

・協働のまちづくりに向けた各地区の議論の中で、男女共同参画への配慮を求めるなど、男女が平等に参画できる
組織づくりを促した。
・市の幹部会における研修や職員研修を実施した。

施策 施策の内容 これまでの取り組み
担当
部局

ア

イ

ウ

家庭、学校、地域、
職場などでの男女平
等意識を育む教育
や学習の推進

市民、事業者、地
域、行政の連携・協
働による男女の固定
的役割分担意識の
解消、社会制度や慣
行の見直しなどの推
進

やりがいのある仕事
と充実した生活を両
立させることのでき
るワーク・ライフ・バ
ランスの実現に向け
た意識の高揚

・男女共同参画講演会や共同参画講座、男女共同参画パネル展の開催や広報たかやま等による啓発を行った。
・女性団体の活動に対し支援を行った。

・市の各部局において、あらゆる施策に男女の固定的役割分担意識の解消などの男女共同参画の視点が取り入れ
られるよう、幹部会における研修及び職員研修を実施した。
・男女共同参画講演会や共同参画講座、男女共同参画パネル展の開催や広報たかやま等による啓発を行った。
・市民の意識を把握し、施策に反映させるため、市民・市内高校生に対するアンケートを実施した。（平成２４年度）

・事業所等の研修に講師を派遣（平成２３年度～）したほか、市役所においては幹部会における研修や職員研修を実
施した。
・市民の意識を把握するため、市内事業所及び労働者のワーク・ライフ・バランスに係るアンケートを実施した。（平成
２４年度）
・パネル展の開催や広報紙等を通じ、ワーク・ライフ・バランスの啓発を行った。
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1,381 1,242 1,479 1,685 1,300

女性団体による研修等の実施件
数

件 1-ア ↑ 5 6 5 5 5 2 2

指標名

２　指標の推移

2

29.0 28.6％

2
１－ア～
カ

30.9 31.0
各種審議会等における女性参画
率

H23 H24
単
位

関連
施策

好まし
い
方向

H21 H22

2

目標

Ⅳ

（平均）

番目

ワーク・ライフ・バランス研修講師
派遣回数

-

30.7

→

↑

-

点数

職員研修・幹部会研修の実施回数

↑

1- 10

2

順位

2

4028.31-カ

42施策中

54.7
（平均）

(56.9)

22 3642施策中番目

女性青少年会館利用件数 件
1-ア・
ウ・カ ↑ 1,397 1,416

現在の「満足度」 今後の「重要度」

(79.7)
73.6

Ｈ21 (54.6)

78.7
（平均）

(81.8)

順位 43施策中 31

Ｈ25
点数

番目 43施策中 31

担当部局 市民活動部

４　一次評価（担当部局による評価）

Ｈ27
（今回）

点数 52.1
（平均）

76.8
（平均）

Ⅲ やや低い(56.0) (81.2)

順位

市民満足度を高めるために
改善等を行う優先度

54.6
（平均）

低い

３　市民アンケートの結果

やや低い
番目

Ⅲ

H25 H26

2 1

6 2回

回

１－ウ

43施策中 31 番目 43施策中 35 番目

施策 七次総合計画における検証（成果や課題） 今後の方向性
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・市民、事業者、地域、行政が連携・協働し、男女の固定的役割
分担意識の解消、社会制度や慣行の見直しをすすめる必要が
ある。
・市民意識調査及び労働実態調査によると、ワーク・ライフ・バラ
ンスの推進について、用語やその意味に対する認知度はあまり
高くないほか、事業所においては必要性は認識されているもの
の、景況等により取り組みを実施できない傾向がみられる。

・第４次高山市男女共同参画基本計画に基づき、事業所や地域
と連携して男女共同参画に対する意識の高揚を図る。
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16,549 16,123

1－ア 94415 女性団体育成事業費 80 460 205

901－ア 94400 女性青少年会館等管理費

18,350 16,804

Ｈ25年度 Ｈ26年度

1,341 476

５　二次評価（企画課、総務課、財政課評価）

70210001-ア～カ 男女共同参画事業費

平均点

80

課題 今後の方向性

主な課題としては、
・男女共同参画、ワーク・ライフ・バランス、ＤＶなどに対する市民の認識が
十分ではない。
ということが挙げられる。

市民アンケートの結果、施策に対する今後の重要度および現在の満
足度とともに低くなっていることを踏まえ、男女共同参画基本計画に
基づき、家庭生活と仕事のバランスがとれる環境の整備、地域づくり
における男女共同参画の推進、あらゆる暴力等の根絶に取り組んで
いく必要がある。
特に、市民意識の向上を図るための普及啓発を行っていくことが重
要である。

６　外部有識者の評価・意見

七次総合計画における検証に対する評価・意見

・二次評価の主な課題として男女共同参画、ワーク・ライフ・バランス、ＤＶなどに対する市民の認識が十分でないとされ、さらに今後は市民意識
の向上を図るための啓発の必要性が重要であると評されている。まさに同感であり、そのための方策について、具体的に考察する必要がある。

【参考】基本施策に関連する予算事業の分析・評価（平成２７年度事業評価における担当課評価）

関連
施策

事業
コード

事業名

評価 事業費決算額（千円）

点数 H25年度 H26年度
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